
令和8年2月14日
大田区立嶺町小学校長　松橋尚子

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

・「自分にはよいところがある」に対し肯定的な回答が９割以上
というのはとても良いと思う。「誉める」ということはとても大切な
ことだと思うが、「誉める」だけでは自己肯定感を伸ばすことに
はつながらない。自己肯定感というのは、誉められることではな
く、自分自身が納得した答えを出せたときにこそ伸ばすことがで
きると思う。そういった意味では高学年の子供たちに対しては
誉めるだけでなく活動や行動に対して自分がどう思ったか、どう
感じたられたかを問う教育が必要だと思う。自分のことだけでな
く他者をより理解することや存在を意識するようになる高学年
の子供たちにより一層自己肯定感を感じてもらえる教育をお願
いします・

家庭が重要である。

今後の改善策末尾の記載にあるように教育活動の為は限られ
た範囲でなく、広くとらえ登下校時廊下であったりいろいろ誉め
る場面は多様だと思います。学校経営計画の２にあるように
「わくわくする学校」は児童数８００人分あると思います。

現代の子たちは自信はあるが「自分を認める」ことがともて苦手
だと思います。ここは、家庭での保護者からの承認不足ではな
いかと感じることが多々あります。学校と家庭との連携がもっと
ひつようなのではと思っています。

自分を見つめなおしできることはいいことだと思う。

自己肯定感の高い児童の割合が高いことは、大変好ましいこと
だと思います。先生方が、子供たち一人一人の良さを認め、伸
ばしていることが実を結んでいると思います。

②学習習熟度に応じた指導や
個に応じた学習支援、各種検
定の実施を通して、すべての
こどもに確かな学力の育成を
図っている。

3

88.2

３：
86.9
％未
満

④乳幼児期から中学校まで円
滑な接続を行うため、保幼小
の連携や小中一貫の視点に
立った教育を行っている。

3

88.2

１：
70％
未満

4

91.1

全国学力・学習状況調査（6年生）児
童質問紙「自分には、よいところがあ
ると思いますか」の設問に、肯定的回
答をした児童の割合

　全国の平均　　８６．９％
　
　昨年度本校　　９２．９％

　今年度本校　　９１．１％

全国の平均を超えることはできたが、
昨年度の数値を若干下回った。
今年度も教員は教育活動の中で、「誉
める活動」を行ってきた。子供たちに
自己肯定感を育てることができてきて
いると感じる。しかし、アンケート対象
の6年生になると、ただ誉められるだ
けでは自己肯定感を伸ばしきれないと
感じる。やはり、学習であったり体育で
あったり生活面であったりという場面
で真に周りに認められる経験を通し
て、一人一人の自己肯定感の伸びに
つながると考える。
今回教員の取組指標で「②学習習熟
度に応じた指導や個に応じた学習支
援、各種検定の実施を通して、すべて
のこどもに確かな学力の育成を図って
いる。」が9割を超えることができな
かった。個に応じた支援と指導が、児
童一人一人の良さを引き出し、認めて
いく場をつくることにより、自己肯定感
をのばすことができると考える。

個
別
目
標
３
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と
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と
能
力
を
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の
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と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が
豊かな人生を
生きていく上
で基礎となる
力として、豊
かな心や確か
な学力、健や
かな体を育成
します。ま
た、乳幼児期
から中学校ま
での一貫性の
ある教育を推
進します。

①道徳科を中心とした各教科
等での学習などを通じて継続
的に道徳教育を実施し、豊か
な情操や道徳心の育成を図っ
ている。

３
91.9

全国学力・学習
状況調査（6年
生）児童質問紙
「自分には、よ
いところがある
と思いますか」
の設問に、肯定
的回答をした児
童の割合が全国
平均以上

４：
86.9
％以
上

③体育や保健体育の授業など
様々な機会を通して、健康教
育や食育を推進し、基本的な
生活習慣の確立を図ってい
る。

3

90.4

２：
80％
未満

・全体的な評価が高く、昨年度に比べてもよくなったのは評価に
値すると思う。ほとんどの教職員・児童・保護者が高評価なが
ら、障害やじんしゅによるいじめ差別があった事実は重くとらえ
るべきで課題である。人権尊重や文化の尊重については、子ど
もたちの想像力の育成がとても大切だと思う。相手の立場に立
ち、思いやる気持ちを育てることこそが身近でできる一番大切
なことだとも思う。

学校の取組、今後の改善策記載から４ポイント上昇成果がうか
がわれてます。引き続きよろしくお願いします。

教育活動の中で人権ばかりを尊重しすぎることで、教員皆様が
ご負担にならなければとも思います。

人権尊重という難しい課題は取り組んで切ることは評価できる
が、ポスターや標語だけでなく内容にも入り込んでほしい。

成果指標が前年度よりも向上したのは良かったと思います。た
だ、本校目の目標では「英語力」「伝統文化の尊重」「持続可能
な社会」などがキーワードとなっているので、人権尊重の視点だ
けでなく、より適切な成果指標の設定ができると、より望ましい
のではないかと思います。

３：
83.5
未満

２：
80％
未満

１：
70％
未満

3

94.6

学校評価保護者アンケート「学校は、
こどもたちの人権を尊重して指導して
いる」の設問に、肯定的回答をした保
護者の割合

　昨年度本校　　９０．７％

　今年度本校　　９４．６％

95％には届かなったが、昨年度より4
ポイント近く上昇することができた。
これまでも学校においては、全教育活
動で人権教育を基盤に指導を行って
きたが、毎年１２月の「生命尊重週間」
の「生命尊重に関する習字やポス
ター、標語の掲示」や「朝会での生命
尊重にかかわる内容の講話」「各学級
で生命尊重にかかわる道徳の授業」
等の取り組みが、保護者の皆様に伝
わったことが数値の上昇につながった
と感じる。今後も人権に配慮した教育
を常に心がけていく。
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英語での実践
的なコミュニ
ケーション能
力を高めると
ともに、我が
国や郷土の伝
統文化に触
れ、尊重する
心や、協力し
ていく態度を
育成します。
また、国際社
会・地域社会
に関心をも
ち、持続可能
な社会を形成
していく態度
を形成しま
す。

①外国語教育指導員の活用な
どにより、英語に慣れ親しみ
ながら会話をする機会を増や
し、英語力やコミュニケー
ション能力の向上、豊かな国
際感覚の育成を図っている。

３

87.8

学校評価保護者
アンケート「学
校は、こどもた
ちの人権を尊重
して指導してい
る」の設問に、
肯定的回答をし
た保護者の割合

４：
95％
以上

②我が国や郷土の伝統や文化
の学習、人権教育を推進し、
自分とは異なる文化や価値観
をもつ相手を理解し、互いに
尊重し合う心の育成を図って
いる。

３
95.4

③現代社会における地球規模
の課題を自分事として捉え、
その解決に向けて考え、行動
する力の育成を図っている。

3

91.1

②学校内外での様々な体験活
動や自己評価する習慣づくり
を推進し、自ら考え判断する
力や、他者と協働していく力
の育成を図っている。

３

90.9 ２：
80％
未満

③情報技術を適切に活用した
授業の実施を通して、情報活
用能力の育成を図っている。

３

90.1

１：
70％
未満

・説明にもあるように学校評価の回答時期が結果に大きく反映
していると思う。商店街との取り組みでは、盆踊りの際の提灯
や掲示物等商店街を歩くたびに子供たちの作品が見られてと
ても良かったと思います。日頃から利用している商店街で関わ
りが持てるのは、後の自分の住む地域への思い等にも反映さ
れるのでよい取り組みだと思います。以前も金羊社さんへ社会
科見学に伺った記憶があり、地域への関わり方がより深く主体
的になっていて、この取り組みが未来の子供たちの基盤になる
といいなと思います。

体験と発信ができている。

アンケート８ポイント減の分析等完了し共通理解し、今後の
PDCAを活用し、次年度の回答を期待しています。

町のことをよく理解して取り組んでくださっていると感じていま
す。来年度以降の結果が楽しみです。

何ができるか先行してしまい、地域の活動の意義や具体的な
活動を理解していないと思う。

来年度も地域と協力した活動をよろしくお願いします。

盆踊り等の地域の行事に対して積極的に子供たちの参加・協
力が見られた。

前年度よりも成果指標が低下したのは残念ですが、次年度は
「おおたの未来づくり」を実施した成果が指標に反映されること
を期待しています。

３：
81.3
％未
満

Ａ

7

Ｂ

2

Ｃ

Ｄ

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄
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し
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社会の様々な
課題を自分事
として捉え、
主体的に考
え、他者と協
働し、問題解
決していく意
欲や、予測困
難な未来社会
を切り拓いて
いくために重
要な創造力や
課題解決力、
情報活用能力
を育成しま
す。

①STEAM教育等の教科等横断的
な学びや科学教育を推進し、
課題解決力や新たな価値を創
造する力の育成を図ってい
る。

３

87.1

全国学力・学習
状況調査（6年
生）児童質問紙
「地域や社会を
よりよくするた
めに何かしてみ
たいと思います
か」の設問に、
肯定的回答をし
た児童の割合が
全国平均以上

４：
81.3
％以
上

2

75

全国学力・学習状況調査（6年生）児
童質問紙「地域や社会をよりよくする
ために何かしてみたいと思いますか」
の設問に、肯定的回答をした児童の
割合

　全国の平均　　８１．３％
　
　昨年度本校　　８３．４％

　今年度本校　　７５％

昨年度より8ポイント以上下げた。
今年度本格実施となった「おおたの未
来づくり」で、6年生児童は6月に「嶺町
の力で盛り上げよう！地域の伝統行
事！」【B　地域創生】の研究授業の中
で、授業パートナーとして地域連絡協
議会に参加している自治体の方々を
お招きし、町内会の盆踊りを盛り上げ
るという依頼をいただくことができた。
課題解決に向けグループごとに役割
分担しながら主体的に取り組み、授業
パートナーの助言を受けながら、相手
意識をもって創造・発信する貴重な経
験をすることができた。事後のアン
ケートには自分たちが住む地域のよ
さ・特色に気付き、そのよさや特色を
活かして地域の人々の生活をよくした
いという意見が多く見られた。5年生は
1月からまた地域の方々や金羊社様と
連携して授業を行っている。次年度は
この経験が回答に反映できるようにし
たい。

関係各位

　大田区における学校評価は、教職員が行う自己評価と保護者、地域住民等により構成された学校関係者評価の実施によって進めています。
　自己評価は、おおた教育ビジョンに基づき、取組指標や成果指標を設定し、その評価を実施します。また、学校関係者評価は、学校運営協議会が行い、学校の教育活動の観察・意見交換及び、
自己評価の結果の妥当性を評価いただくことで、学校と地域の連携・協力を図ります。これらの学校評価の結果を次年度の学校経営改善に生かし、マネジメントサイクル（ＰＤＣＡ）を確立します。
　つきましては、下記の通り、学校関係者による評価について御協力賜りますようよろしくお願いいたします

大項目 方向性 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標 成果
評価 評価
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3

Ｃ

Ｄ
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7

Ｂ
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Ｄ

令和７年度　学校評価に係る学校関係者による評価について



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

②登下校の見守り活動等の、
児童・生徒の健全育成や安全
指導に係る取組を地域の協力
により実施している。

３
92.1 ２：

90％
未満

③家庭教育に関する情報の発
信やPTAなどと連携した講演
会・学習会、またはその双方
を実施している。

3
89.2

昨年度スタートしたCSでは、地域との取り組みで商店街や企業
と連携し「おおたの未来づくり」を行ったとのことですが、やはり
まだまだ知らない人が多いと思います。そういった意味では、広
報活動（低学年への周知）や地域へのお知らせももっとあって
良いと思います。またPTO活動に対しても関わりたくないと思っ
ている家庭が増えていると感じています。地域の子供を地域で
育てる取組を増やしていけたらいいなと思います。

町内会との連携が進んだことは目に見えてよい。

これまでの取り組み欄でもよく記載されています。今後も地域
は教育活動に協力いたしますので引き続きよろしくお願いしま
す。

PTO代表としても嬉しい結果となりました。なるべく保護者も巻
き込んでイベント参加してもらうことでポイントを上げられたのか
なと思います。

低学年の「町探検」がなかったようですが、商店街はいつもで歓
迎ですからお申し出ください。

PTOと地域との河南敬は大変うまくいっている。PTOの地域の
行事への積極的な参加に感謝している。

今年度は、「おおたの未来づくり」をの授業もスタートし、地域と
の連携もより充実してきていると感じます。引き続き、学校運営
協議会として、学校・地域が協力して子供たちの育ちを支援し
ていけるようにしたいと思います。

３：
95％
未満

１：
80％
未満

3

92.7

学校評価保護者アンケート「学校は、
タブレット活用等、ICT教育に取り組ん
でいる」の設問に、肯定的回答をした
保護者の割合

　昨年度本校　　９２．１％

　今年度本校　　９２．７％

今年度も、教員向けICT研修会を毎月
開催することができた。その中で、新
しいコンテンツの紹介や教員が講師と
なって実績を紹介し合い、教員一人一
人が新しい情報を得て自信をもって指
導できるようにした。
避難訓練や、交通安全教室では、消
防署や警察と連携し危機や災害に対
する教育を年間を通して計画的に行う
ことができた。

4

97.6

学校評価保護者アンケート「学校は、
地域やPTOと連携してこどもを育てて
いる」の設問に、肯定的回答をした保
護者の割合

　昨年度本校　　９２．９％

　今年度本校　　９７．６％

昨年度と比較して5ポイント近く数値を
伸ばすことができた。PTOさんが運動
会をはじめ様々な教育活動でご尽力
してくださったり、青少対による「夏休
みこどもまつり」も多くの児童が参加し
たりしたことが保護者の方に伝わった
と感じている。一方で取組指標の①
「地域コミュニティの核としての学校づ
くり」を目指して地域と学校が連携・協
働した様々な活動を実施しているの項
目が昨年度９８．２％だったのに対し、
10ポイント近く下げたことは課題となっ
た。昨年度からコミュニティスクールと
なり、今年度は「おおたの未来づくり」
授業では、地域の商店街や企業と連
携することができたが、教員の中で
も、直接かかわっていないと、実感とし
て感じられていない現状が浮き彫りと
なった。次年度に向けて全教員で地
域コミュニティの核とした学校づくりを
目指していきたい。

私はこの評価は４：９５％以上でよいと思います。子どもたちは
大人以上にタブレットを使いこなし（時には大人に隠れて悪用す
るくらい）ていると思うし、毎日かなりの授業でタブレットを使用し
ていると思うからです。保護者ｎ中には子どもたちがそこまでタ
ブレットを使って勉強に取り組んでいることを知らない方がいる
ではないかと思いました。

アンケート結果ではあと一歩だと思われます。引き続きよろしく
お願いします。

ICT教育については私たちの世代では考えられないくらい、使
いこなせているとは思いますが、利用の仕方につていは問題が
山積みだと感じています。

子どもたちにタブレットの便利な面とSNSにおける危うさをしっか
り教えてください。

避難訓練・防災訓練等、地域と一体となった訓練も必要であ
る。

生成AIの急速な発展など、日々進化するICT環境を生かしてい
くには、先生方のスキルの向上が欠かせないと思います。ぜ
ひ、先生方への研修機会などを充実させていただくことを期待

Ｂ

5

Ｃ

４：
95％
以上

１：
80％
未満

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニ
ティの核とし
ての学校づく
りや地域の特
色を生かした
学校づくりを
進めるととも
に、学校・家
庭・地域が連
携・協働し
て、地域社会
全体でこども
たちを育成し
ます。

①「地域コミュニティの核と
しての学校づくり」を目指し
て地域と学校が連携・協働し
た様々な活動を実施してい
る。

3

88.5

学校評価保護者
アンケート「学
校は、地域や
PTOと連携して
こどもを育てて
いる」の設問
に、肯定的回答
をした保護者の
割合

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

学校施設につ
いて、ICT環
境等の教育環
境の整備を推
進するととも
に、児童・生
徒の安全・安
心を向上させ
るための教育
を推進しま
す。

①学校や地域の伝統・特色
や、安心・安全な学校生活づ
くりを踏まえて、学習環境を
整備している。

3

92.8 学校評価保護者
アンケート「学
校は、タブレッ
ト活用等、ICT
教育に取り組ん
でいる」の設問
に、肯定的回答
をした保護者の
割合

４：
95％
以上

②避難訓練や安全指導日など
を通して、危険や災害に対す
る教育を関係機関と連携しな
がら進めている。

３
93.5

３：
95％
未満

２：
90％
未満

評価は正しいと思う。この複雑な時代において、この質問に対
し、多くのこどもが肯定的だと、そのほうが疑問視されてしまうよ
うな気がする。いまや子供の悩みもチャッピーにする時代。そん
な中で「いつでも相談できますか」に対し、「はい」とはなかなか
答えられないと思いました。しかし、そんな中でもＳＣやＳＳＷ担
任や支援員、みんなで子どもを支えようとする気持ちがあれば
きっと子どもたちもその大人の姿に気づき、相談してくれるのは
ないかと信じたいです。

困りごと不安、難しい対応と考えます。地域連携含め子どもの
成長を見守りましょう。

特に低学年はなかなか先生に気軽に話したりできる時間がな
いのでｈないかと感じる。一方で情報集める手段は多数あるの
で、活用しても良いとは思うが、先生の負担が大きくなる不安も
ある。

いじめや困りごとについては学校だけでなく、地域をあげて取り
組む体制が必要である。

アンケートの実施やSCとの面談など、学校として相談しやすい
雰囲気づくりにも努めていただいていますが、成果指標が７割
程度なのが気になります。ぜひ、残りの３割の児童にも、相談し
やすい雰囲気が伝わるようなメッセージの発信をしていただくこ
とを期待しています。

３：
72.6
％未
満

２：
60％
未満

③スクールカウンセラーやス
クールソーシャルワーカーと
の連携等、児童・生徒・保護
者が相談しやすい環境を整備
し、一人ひとりの能力や可能
性を最大限に伸ばすことを意
図した指導や支援を行ってい
る。

３
93.5

１：
50％
未満

3

70.9

全国学力・学習状況調査（6年生）児
童質問紙「困りごとや不安がある時
に、先生や学校にいる大人にいつでも
相談できますか」の設問に肯定的回
答をした児童の割合

　全国の平均　　７２．６％
　
　昨年度本校　　６６．９％

　今年度本校　　７０．９％

昨年度の数値を4ポイント上回ること
ができたが、全国の平均には届かな
かった。学校では、児童アンケートや
教員間の定期的な情報交換を行い、
「いじめ防止基本方針」に基づき、いじ
めの未然防止、早期発見に向けた組
織的な対応を行っている。また、いじ
め問題が発生した時には即時で「いじ
め対策委員会」も開いている。5年生
ではスクールカウンセラーと全員面談
を行い、相談しやすい雰囲気作りを
行っている。しかし、「困りごとや不安
がある時に、先生や学校にいる大人
にいつでも相談できますか」の設問に
７割しか肯定的な回答をしていないこ
とをしっかり受け止め、家庭・地域とよ
り連携を深め、情報を共有し、こども
の心の安定に努めていく。

Ｄ

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人
ひとりの状況
にあわせて教
育環境を整え
るとともに、
相談機能の充
実を図ること
で、すべての
児童・生徒が
自分らしくい
きいきと生き
るための学び
を支援しま
す。

①インクルーシブ教育システ
ムの構築に向けて、教員の資
質・能力の向上や校内におけ
る支援体制の充実、特別支援
教室巡回指導教員との連携等
を行っている。

３
94.8

全国学力・学習
状況調査（6年
生）児童質問紙
「困りごとや不
安がある時に、
先生や学校にい
る大人にいつで
も相談できます
か」の設問に肯
定的回答をした
児童の割合が全
国平均以上

４：
72.6
％以
上

②学校いじめ防止基本方針に
沿って、いじめの未然防止、
早期発見、早期対応等のため
の組織的な対応を実施してい
る。

３
92.8

教員から見ても子どもとの相性の良しあしがあるように、子供
から見ても教職員に対しての相性の良しあしがあることは当た
り前だと思う。もちろん大人は子どもに対し相性の良しあしをか
んじさせないようにしなければならないのだが。そう思うと地域
の方や企業の方が授業すること、支援をしてくれる様々な大人
がたくさんいることは、子どもたちが様々な大人と触れ合い豊か
な人付き合いを学ぶ上でとても大切だと思う。関わる大人がたく
さんいることで、良さをたくさんいることで、良さをたくさん見つけ
てくれる機会が今後も増えてほしいと願う。

これまでの取組、今後の改善策の記載からも先生方のチーム
ワークが児童にも反映されたと思います。

先生と児童との関係はとても良いと感じています。行事が重な
ると体力気力が低迷していそうですが、一生懸命指導指定くだ
さっています。そんな姿を子どもたちもしっかり見ているなと感じ
ます。

教職員の働き方改革と業務の適正化と難しい問題であるが、
真摯に取り組んでいると思う。

項目③が前年度から大きく向上し、先生方のウェルビーイング
が向上することで、子どもたちへの良い働きかけができていると
いう好循環が生まれていると感じます。引き続き、教員の働き
方改革にも力を注いでいただくことを期待しています。

３：
92.2
％未
満

２：
85％
未満

１：
75％
未満

4

97.6

全国学力・学習状況調査（6年生）児
童質問紙「先生は、あなたのよいとこ
ろを認めてくれていると思いますか」の
設問に、肯定的回答をした児童の割
合

　全国の平均　　９２．２％
　
　昨年度本校　　９２．９％

　今年度本校　　９７．６％

この個別目標４の項目の取組指標
は、全項目とも90％以上という結果に
なり、教員一人一人が授業力をつける
ことができたと感じられる。今年度、本
校の校内研では「「問い続け学び続け
る児童―対話的な学習を通して―」主
題として、話合い活動を通して考えを
広げたりまとめたりする児童の育成を
目指した。昨年度より研究授業数を増
やしたり、授業パートナーとして地域
連絡協議会に参加している自治体の
方々や地域の企業である金羊社様と
連携して授業を行えたことで、今まで
以上に教員一人一人が実りある充実
した研究となったことが自信にもつな
がったと考える。また、項目の③が昨
年度８３．３％から10ポイント伸ばすこ
とができた。教員同士がいい関係を築
いたことが、児童に向き合う際に良い
効果をもたらしたと言える。引き続き
教職員の業務適正化に取り組んでい
く。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

校内研究等の
OJTの充実を
通して、教師
の授業力を向
上させます。
また、質の高
い教育を実現
するため、学
校の組織的な
運営力を向上
します。あわ
せて、教師が
やりがいを
もって働くこ
とができる魅
力的な環境づ
くりを進めま
す。

①児童・生徒一人ひとりの可
能性を引き出す個別最適な学
びと協働的な学びの一体的な
充実の視点による授業改善を
行っている。

3

95.5

全国学力・学習
状況調査（6年
生）児童質問紙
「先生は、あな
たのよいところ
を認めてくれて
いると思います
か」の設問に、
肯定的回答をし
た児童の割合が
全国平均以上

４：
92.2
％以
上

②教職員がそれぞれの専門性
を生かしたり、地域の特色を
生かしたりして教育活動を
行っている。

3

94.1

③教職員の業務適正化等に取
り組み、児童・生徒に教員が
向き合う時間を確保する等、
ウェルビーイングを高める取
組を行っている。

3

93.3
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